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賞

昭和51年

平成13年

学会等における活動(役職等)

1.士木学会

技術功労賞選考委員会委員(平成6年~平成9年)

論文賞選考委員会委員(平成6年~平成9年)

阪神淡路大震災報告編集委員会委員(平成7年~平成9年)

論文集第4部門編集小委員会委員長(平成8年~平成10年)
理亊(平成9年~平成Ⅱ年)

学術交流基金管理委員会委員長(平成9年~平成Ⅱ年)
国際委員会委員(平成9年~平成11年)

土木計画学研究編集小委員会委員長(平成10年~平成12年)
評議員(平成12年~平成14年)

士木計画学研究委員会委員長(平成12年~平成14年)

特別上級技術者資格小委員会委員長(平成13年~平成20年)

特別士.級技術者資格小委員会 2005年度審査会審査員(平成17年~平成18年)

技術者資格委員会特別上級技術者資格・上級技術者資格小委員会委員(平成18年~平成20年)
副会長(平成19年~平成21年)

2.士木学会東北支部

幹亊(平成2年~平成6年)

幹事長(平成6年~平成7年)

評議員(平成7年~平成9年)

商議員く平成7年~平成9年,平成20年~平成22年)

3.アジア交通学会EASTS

国際学術委員長(平成5年~平成10年)

理事(平成10年~)

4.アジア交通学会 EASTS,Japan
理事(平成5年~)

会長(平成19年~)

5 環太平i羊産業連関分析学会 PAPNOS

運営委員(平成12年~平成20年)

6 応用地域学会ARSC

運営委貝(平成5年~平成9年)

7 国際産業連関分析学会ⅡOA

8 計画行政学会

9.世界航空学会 ATRS

10.世界交通学会 WCTRS

Ⅱ.日本経済学会

12. U本行動計鳧学会

13. H本都市計画学会

14.廃棄物学会

士木学会論文奨励賞

地域住民の反応と路線選定'γ士木学会論文集, NO.239,PP.93.106,1979.6
日本港湾協会企画賞著誓ジ'みなとの役割と社会経済評価"

く社)日本港湾協会港湾投資評価研究会として受質

社会における活動

仙台市入札制度審議会 委員(平成7年~平成8年,平成9年~平成13年)

受



仙台市総合計画審議会委員(平成8年~平成Ⅱ年)
運輸政策審議会委員(平成8年~平成13年)

国士審議会計画部会専門委員会委貝(平成8年~平成13年)
国土審議会計画部会専門委員会基盤づくり小委貝会委貝(平成8年~平成13年)
国土審議会計画部会専門委員会地城経済小委貝会委員(平成8年~平成13年)
運輸技術審議会特別委貝(平成9年~平成10年)
運輸関係公共亊業の総合的・体系的評価に関する委貝会委員(平成9年~平成12年)
仙台倒際貿易港整備利用促進恊議会(平成10年~平成21年)

学術密議会専門委貝会委員(平成11年~平成12年)
遜輸政策審議会総合部会物流小委員会委員長(平成Ⅱ年~平成13年)
運輸政策審議会絵合部会物流小委員会委員(平成Ⅱ年~平成13年)

運輸政策研究編染委員会委員(平成Ⅱ年~平成15年)
次世代・自列"巨コンテナターミナル検討委貝会委員長(平成11年~平成15年)
アジア超高速海上輸送プロジェクト1鰯生協議会会長(平成12年~平成16郁)

国士庁交通水凖評価研究会委員(平成12年~平成16年)
金国貨地絲屯流動調査委員会委員長印召和55年~平成19年)

東北の地披と社会資本をぢえる懇談会委員(平成12年~平成21卸)
宮城県地方港湾審議会委員(平成12年~)

山形県地方港湾審議会会長(平成12年~)

宮城県行政評価委員会部会委員(平成13年~平成15イ杓

海上ハイゥエイネットワーク推進委員会委員(平成13年~平成16年)

国際海上コンテナ物流長娚予測研究会委員長(平成13年~平成18年)
東北地方整備局事業評価監視委員会委員(平成]3年~)
仙台市都市計画審議会会長(平成13年~)

東北地方交通審議会委員(平成14年~)

東北地方交通審議会交通部会部会長(平成14年~)
外貿コンテナ貨物量推洲手法検討委貝会座長(平成15年~平成16年)

国際海上コンテナ輸送編要予測検討委員会委員長(平成15年~平成19年)

福島県地方港湾審議会委員(平成15年~平成22年)
関東管内港湾における主要貨物量剖杏委貝会委員長(平成16年~平成17年)
仙台市都市ビジョン委員(平成16年~平成18イ月

吉森県港湾長期構想検討委員会委上1長(平成16年~平成18年)
東北地域における産業インフラに関する調査座長(平成16年~平成19年)

(財)港湾空間高度化環境研究センター評議委貝(平成16年~平成22年)
静脈物流システム構築に関する検討会委員長(平成17年~平成19年)

東北グリーン物流パートナーシップ推進協議会会長(平成18年~)
戴略的国際物流検討委員会委員長(平成18年~平成19年)
仙台都市圈TDM施策推進協議会願問(平成18年~平成20年)
地域戦略検討委貝会副委員長(平成18年~平成19年)

晦海部の産業の国際鮠争力強化のための港湾政策に関する検討委員会委員長
(平成18年~平成19年)

東北物流政策推進協議会会長(平成18年~平成21年)
士木技術奨励賞選考委員会委員長(平成18年~)

仙台駅周辺地区交通結節機能検討会議座長(平成19年~)
環日本海シーアンドレール構想検討委員会委員長(平成19年~平成20年)
仙台駅周辺地区の交通環境を考える懇談会座長(平成19年~平成20年)

東北圈広城地力計画基本問題検討会及び懇談会委員(平成19年~平成20年)
東北国際物流戦略チーム委員長(平成19年~平成21年)



仙台市機能集約型市街地形成推進検討会座長(平成19年~平成21年)

地域交通活性化のための地城交通アドバイザー(平成20年~平成21年)

宮城県国土利用計画審議会会長(平成20年~)





1.著書・編書(共著書等含む)

1,士木工学体系12計画論(共著),昭和55年,3目,彰国社

2.土木工学体系26交通(ⅡX共著),昭和55年,3月,彰国社

3.小名浜沿岸地域形成史(共著),昭和認年,10月,運輸省第二港湾建設局

4.交通学説史の研究(共著),昭和60年,運゛鑛蚤済研究センター

5.港湾工学(共著),昭和61年,9月,鹿島出版会

業
ι1二

か貝 目

6.海外交通プロジ1クトの評価(共著),畔仟Π61,12月,鹿島出版会

フ.土木工学ハンドブック(共著),昭和64年,11月,士木学会

8.交通施設整備制度(共著),平成2年,11月,士木学会

録

9.都市と環境一現状と対策(共著),平成4年,12月,ぎょうせい

10.社会基盤の整備システム(共著),平成7年,12月,経済調査会

Ⅱ.みなとの役割と社会経済評価(共著),平成13年,4月,束洋経済新報社

12.都市の未来(共著),平成15年,3月.日本経済新朋社

1

13.人口減少時イ弌の倒土ビジョン(共茗),平成17年,7月,日本経済新聞社

14. ENCYCLOPEDIAOFUFESUPPORTSYSTEMS (EOLSSX共碧り

EOlss publishers co. Ltd. V01.6.40.2.9,

ⅨTERNATIONALANDINTERREGIONALTRANSPORTATION

h杜P:がWWW.eolss.nev

Ⅱ 研究論文(単独執筆・共同執筆)

1.気象予測に基づく防災対策の決定モデル

士木学会論文集, NO.216,即.57-68,昭和48年
中村英夫,小野俊行,花篭秀輔,稲村肇
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2.港湾計画における環境アセスメント手法

港湾技研資料, NO.214,昭和50年

稲村肇

3.環境アセスメントの実際例一港湾計画における環境アセスメント

士木計画学シンポジウム, V01.9,即37-46,昭和50年
稲村肇

4.港湾貨物の背後闇の合理的設定に関する統計的研究

港湾技術研究所報告,第16巻.第2号,即.63-111,昭和52年

稲村肇,山田尚人,金子彰

5.港湾計画における環境アセスメント

計画行政. V01.8,即220-228,昭和脇年
稲村肇

6.港湾貨物流動の解析

昭和53年港湾技術研究ル藷徒演会・講演集,即.197-242,昭和53年
稲村肇

フ.地域住民の反応と路線選定

士木学会論文報告集, NO.239,叩.93-106.昭和50年
稲村肇

8 システム・マトリックス法による環境アセスメント

士木学会論文報告集, N0248,即.111-120,昭和53年
中村英夫,稲村肇,岡本憲之

9 港湾計画における財政に関する研究(第1幸勵

港湾技術研究所報告,第18巻、第1号, PP.129-176,昭和54年

矢島道夫,中村オ公子,稲村肇

10 港湾内貨物流動に関する研究(第1蛾)

港湾技材茆升究所報告,第20巻,第2号,即.211-269,昭和56年

溝内俊一,稲村肇

11 港湾財政分析

昭和56年港湾技林角升究所講演会・講演集,即.167-217.昭和56年
稲村肇



12 港湾経済効果の計測手法

港湾技林和牙究所報告,第21巻,第2号,即.2飢314,昭和57年
中野勉,稲村肇

13.港湾計画と情報

士木剤、画学シンポジウム, NO.15, PP.125-141,昭和57年
稲村肇

14 港湾経済効果の計測手法(第2報)一付加価値モデルの汎用化と原単位の整

φ用一

港湾技術研究所報告,第22巻,第3'号. PP325366,昭和58年
竹内良夫,米澤朗,稲村肇

15.港湾内貨物流動に関する研究

士木学会論文集, N0343,即.45-54,昭和59年
稲村肇,溝内俊一

16 港湾経済効果の計測手法(第3報)一利用効果の帰属一

港湾技郡而升究所報告,第23巻,第3号,即235-250,昭和59年
稲村肇

17 港湾工事の産業連関分析

港湾技術研究所報告,第23巻,第3・号, PP.251-335,昭和59年
稲村肇,米沢朗,高橋淳弘

3

18 港湾経済効果分析一物流効果・掃属付加価値モデル

士木学会論文集, NO.359五V・3,即.51-59,昭和60年
稲村肇

19 Landuse and Transportation lnteraction m Bangkok,

Proc. of thelnternational confel'ence on Transportation Research, PP.502-509,

昭和64年

Inamura H. and prasad s.L

20. Determination ofThe capadty ofA Highly satulated port,

Selectedproceedings of The Fifth world conference on Transport Research,

Yokohama,

PP.545-552,平成元年
InamuTa H. and et. al



4

21 公営バス事業体の財務分析

日本都市計画学会学術研究論文集, PP.61-66.平成2年
稲村肇,谷口正明

地城間SNA型物流予測モデルの開発

士木学会論文集, NO.431ⅡV、15,PP.41-46,平成 3年
稲村肇,須田凖1

コンテナ埠頭における荷役施設配置の最適化

士木学会論文集, NO.431ノⅣ、15,PP.97-103,平成 3年
手市キす耳至, S.sritharan,N.R.viⅡamor

産業連関表に基づく産業立地分析,

士木計画学研究・論文集, V01.8,即.229-236.平成3年
稲村肇,馬場聡.徳永幸之

ダイナミック・プログラミングによる航空ネットワークのスケジューリング

モデル

土木学会論文集, NO.437,1V・16,PP.109-116,平成 4年
徳永幸之,稲村酢

地方中核都市における軌道系交通機関整備方策の検討

日本都市計画学会学術研究論文集,即313-318,平成4年
徳永幸之,稲村肇,須田熈

Recent port Development strategies and Future prospects inJapan,

Se】ededproceedings ofthe sixth world conference on Transport Research,

Lyon, PP.1515-1526,平成 4年
Inamura H

22

23

24

25.

26

27

28.構造化手法による交通施設整備と産業構造変化との関連分析

士木学会論文集、 NO.476ⅡV・21,PP.47-56,平成 5年
徳永幸之,稲村肇.須田熈,安井誠一郎

29.宅配バスの成立可能性の検討

第29回日本都市計画学会学術研究論文集,平成6年

徳永幸之,稲村暁,須田熈

30. SNA地域問産業連関表を用いた物流解析の実証的研究

士木学会論文集, NO.488,1V・23,PP.フフ-85,平成 6年
稲村肇,早坂哲也,徳永幸之,須田沖'



31.環境部門を含んだSNA型産業連関表による環境保全政策の評価

土木計画学研究・論文集, VO].12,即.53-60,平成 7年
稲村肇,石丸久

ミクロ解析による土地利用変化要因分析のためのツール開発32.

土木計画学研究・論文集、 V01.12,即.69-76,平成 7年
早坂俊広,稲村肇,平野勝也

33.貿易予測のための中期ネ呈済予測モデルの開発

土木副'画学研究・論文集, V01.12,即.161-170,平成 7年
山内康弘,稲村肇,徳、永幸之

都市の魅力を中心とした都市成長モデルの開発34

士木計画学研究・論文集, V01.12,PP.207-214,平成 7年
青木俊明,稲村肇

APEC4力国間の産業貿易依存関係の分析35

士木学会論文集, NO.524五V、29,49-57,平成 7年

石黒一彦, LeahLydiaMENDOZA,稲村肇,徳永幸之

36.1nternationalization oflocal city in Japan ・ Focus on the Air service in sendai

Metropolit肌Area地方都市の国際化一仙台における公法利用を中心として

Proceedings oHnternational symposium on city p]anning, PP.412-426,
平成7年

Inamura H.

5

37 An urban Growth Mode]ingBased on The urbanAttraction systemDynamics'95
Proceedings ofsystem Dynamics society, PP323-332,平成 7年
AokiT and lnamura H.

38 An lnternational F]OW Analysis ln Korea - in the context of containerization at
Port of pusan

Journal of Eastern Asia society for Transportation studies, V01.1, NO.1.

平成 7年, PP.235-248

Ja・yeong Gu and lnamura H

Schematic clarification For strudural changes ln The lnterregional Trade FIOWS,
Journa] of Eastern Asia society for Transportation studies, V01.1, NO.3,

PP.855-865, Autumn,平成 7年

Inamura H and viroat srisurapanon

39
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40. Relating Foreign Dired lnvestment And Trade FIOW,
Journal of Eastern Asia society for Transportation studies, V01.1, N03,
PP.1179-1191,平成 7年
Lean Lydia Yap Mendosaand lnamura H

41. E丘ects ofForagn Ditectlnvestment on the phⅡゆPine Economy

Interdisciplinary lnformation sdences , V01.2, NO.1, PP.27-37,平成 8年
Lean Lydia Yap Mendosaand lnamura H

42.航空機材スケジューリングのためのニューラルネットワークァルゴリズムの
開発

士木学会論文集 NO.5364V・31,9-21,平成 8年

稲村暁,久永健一郎

43.都市内小口貨物流動の合理化に関する研究,

士木計画学研究・論文集, NO.13,即.657-666,平成 8年

佐藤徹治,稲村肇

44. The Modified Ras Method For updating Rectangular lnput・OU如Ut Table

Expectation Model

In丘astructute planning Review (士木計画学研究 1倫文集), NO.13,
PP313321,平成 8年
Viroat srisurapanon and lnamur2 H

45.海上フィーダー輸送を考慮した外貿コンテナ貨物の需要予測モデル

土木学会論文集, NO.562ⅡV35,PP.133-140,平成 9年

稲村暁,中村匡宏,具滋永

46.アジアの海運ネットワークの分析とわが国の企業,

組織科学, V0130, NO.4,PP30-38,平成 9年
稲村肇

47.人口移動研究の展開と今後の展望,

士木計画学研究・論文集. NO.14,PP213-224,平成 9年

青木俊明,稲村肇

48. Mid、Term Feeder container Forecast For Korean ports,

In丘astructure planning Review (土木言十画学石牙究' i冊文集), NO.14,
PP.737ーフ46,平成 9年

Ja、yeong GU, MeorAziz osman andlnamura H.



49 環境対策SNA型産業連関表による環境保全政策の評価,

士木計画学研究・論文集, NO.14,即、433-442,平成 9年
加河茂美,稲村肇

50 Port choice selection Based on cargo physicalDiS住ibution

(containerrzation) For Export promorion,, Journal ofthe Eastern Asia sodety for
Transportation studies, V012, NO.1, PP.127-139,平成 9年
MeorAziz osman andlnamura H.

51. A Numerical Method of Multiregional Freight FIOW Basedon Rectangular
ModeⅡlng,

Journal 0丘he Eastern Asia sodety for Transportation studies, VO].2, NO.6,

平成 9年, PP.1747-1764

Inamura H and viroat srisurapanon

52. spatioal Distribution of wholesale lndustrieS 血 the view point of physical
Dostribution and Monetary Transaction

Journal of the Eastern Asia society for Transportation studies, V01.2, NO_6,

PP.1779-1789,平成 9年

Kazuhiko lshiguro and lnamura H.

53. The lmpact of Transportation lmprovement on lnterregional Migration in Japan
By using cohort Analysis

Journal of the Eastern Asia society for Transportation studies, V01.2, NO.6,

PP.1881-1890,平成 9年
ToshiakiAOKI,1nam11ra H. and TakashiNA1くAGAWA

7

56.国際貿易予測のための中期交易係数予測モデル,土木学会論文集,

NO.583九V・38,PP33-40,平成10年
稲村肇,河野達仁,徳永幸之,竹村洋之

54. Asi2n containerTransportation Network and lts E丘ects on theJapanese shipping
Industry

IATTS Research, V01.21, N02,平成 9年

HajimelNAMURAand KazuhikolsHIGURo andMeorAziz osMAN

55.卸売企業の販売行動と貨物流動の関係分析,

士木学会論文集, NO.583杠V・38,PP.13-22,平成10年
石黒一彦,稲村肇,徳永幸之
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57 分級結果に基づく士地利用配置支援モデルの開発

士木学会i命文集. NO.597AV・40,PP.1-10,平成10年
花岡伸也,稲村序,清水英範

58 修正SNA型産業連関表を用いた産業別商品単価の推計,士木計画学研究

論文集,

NO.15,E、交通現象分析, PP.565-572.平成10年
石煕一彦,稲村肇,桜田崇治

59 地区レベルでみた都市の居住特性の変化

士木学会論文集, NO.625バV・44,PP.79-88,平成11年
青木俊明,稲村肇,増田聡,高,鳶伸衛

60 都市人口の増加と産業構造の関連分析

土木言打画学研究・論文集, NO.16,B、地域都市計画, PP231-238,平成11年

青木俊明,稲村肇,中川隆

61 等式制約を緩和した施設配置モデルの大規模問題への適用一宅地開発にお

ける公園配置一,

士木計画学研究・i諭寅集, NO.16,B、地域都市計画,叩.247-254,平成8年

花岡伸也,稲村肇

62 行政機関の移転が都市機能立地に与える影糾一山形市を例にしてー,

士木計画学研究・論文集, NO.16,B、地域都市計画,即.2価・272,平成11年
津田栄治,稲村肇

63. A Life cyde lnventory Analysls of carbon Dioxlde for A Highway construction
Project using lnput・output scheme:A case study of Tohoku Expressway
Construction works

土木計画学研究・論文集, NO.16, C・資源・環境・防災計画,即.411-418、

平成Ⅱ年

Mongkut piantanakulchai, Hajime lnamura, YasushiTakeyama

64. container port Location strategy Based on Domestic port choice Mode]ing and

OptimalLiner Routing Approach
土木計画学研究・論文集, NO.16,E、交通現象分析,即.627-636,平成11年
MeorAziz osman, Kazuhiko lsh唱Uro and Ha〕1me lnamura



65. The Decomposition for the sources of changes in carbon Emission lntensities :A

Case study of carbon Emission from Road construction work in Japan during

1975-1990

Journa] of the Eastern Asia society for Transportation, V01.3, NO.1 Environment

and safety, PP.9-18

(Energy and EnvironmentalchaⅡenges) Taipei,平成11年

Mon又1ωtplANTANAIくULUCHAland HajimelNAMURA

66.小地区単位における詳細属性別世帯数の予測

士木学会論文集, NO.636,五V・47,PP.27-36,平成12年
青木俊明,稲村肇,増田聡

釘.利用者数に影響を与える公園特性の統計分析

行動計量学,第27巻第1号(通巻52号), PP.1-11,平成12年
花岡伸也,稲村肇,田澤光治

68.業種別の貨物流動からみた国際コンテナ貨物取扱荷主の港湾選択行動分析

士木計画学研究・論文集, V01.17,即.835-840,平成12年
花岡伸也,石黒一彦,菊地竜也,稲村肇

69.規模のホ呈済をぎ慮した輸送費用最小化に基づく広域物流拠点配置モデルの開発

土木計画学研究・論文集, V01.17,PP.693-700,平成12年
石黒一彦,桜田崇治,稲村肇

70.ハイブリッド型SNA産業連関表に基づくライフサイクルエネルギーの実証

分析

土木計画学研究・論文集, V01.17,PP.461-470,平成12年
加河茂美,稲村肇

71.公園利用者の行動1手陛とアクセス交通手段との関係に関する研究

一大規模都市公園を例にしてー,日本都市計画学会論文集, N035,

PP.607-612,平成12年
花岡伸也,渡部昭彦,稲村肇

72.ハイブリッド型SNA産業連関モデルに基づくエネルギー利用構造の分解分析

士木学会論文集, NO.674,/Ⅳ・51,PP.17-33,平成13年
加河茂美,稲村肇

73. SCM による建設プロジェクト在庫削減効果の検討

士木計画学研究・論文集, V01.18,n03,PP395-402,平成13年
菊地竜也,石黒一彦,稲村肇,石倉智樹

9
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74.地方空港における国際航空貨物路線の便数決定に伴うりスクに関する一考察

士木計画学研究・ i命文集, V01.18, NO.4,PP.713-720,平成13年
石倉智樹.佐藤裕治,稲村暁

75. Development oflnternational Trade Model Taldng Accoount of ocean carrier s
Behavior

Journal of the Eastern Asia society for Transpm'tation studie, V01.4, NO.1 Land
Water and Air Transportation, PP329338 (port planning and operation) Hanoi,
平成13年

KazuhiRO ISHIGURO, shigemi KAGAWA, TomokilsHIKURA and Ha」1me
INAMURA

76 Projection of the change in Techn010gy and lts lmp]ication on Environmental
Emissionsin Japan,

Journal ofthe Eastern Asia society fot Transportation studie, V01.4,

NO.1 Environment and safety pp.135-150 (Global Environment) Hanoi,
平成13年

GloriaEGER丘LA,shigemilくAGAWAandH師melNAMURA

Identification of Relationship Between Embodied By・product Requirements and

Domestic production Techn010gy inJapan:1985-1995

Journal ofthe Eastern Asia society for Transportation studie, V01.4, NO.5

Environment and safety, PP.151-166 (Globa] Environment) Hanoi,平成13年
ShigemilくAGAWA, Tomold lsHnくURA, Grolia RGERILLA, KazuhikolsHIGURO
andHajimelNAMURA

A structural Decomposition of Energy consumption Based on a Hybrid

Rectangular lnput・OU即Ut Framework :Japan's case,

Economic systems Research, V01.13, NO.4, PP339-363,平成13年
Shigemilく.AGAWAandH都melNAMURA

エネルギー需要構造の内部分解分析

士木学会論文集. NO.695AV・54,PP.17-29,平成14年
加河茂美,稲村'肇, GloriaRGER丘LA

The lnvisible MultiplieTs ofJoint・products

Economic system Research, V01.14, N02, PP.185-203,平成14年
ShigemilくAGAWA, H師melNAMURAandYuichiMONGUCHI

廃棄物分析用の地域間産業連関勘定体系の提案

土木計画学研究・講演集, NO.25,CD・ROM,平成14年

加河茂美,稲村肇,森口祐一

フフ

78

79

80

81



82.所得移転を考慮した潜在的成長経路探索のための定式化

土木計画学研究・論文集, V01.19, N02,PP.187-194,平成14年
三上哲人,石倉智樹,稲村肇

83. SNA体系他部門モデルによる貿易協定の経済効果

産業連関, VO].11,N01,PP.17-30,平成15年
石倉智樹,稲村肇

84.日本ホ里済が内包する廃棄物の需給構造分析,土木学会論文集, NO.744nv・61,

PP.フフ-99,平成15年
森川貴史・加河茂美・稲村耐f・森口祐一

85. Development of Multi・regional computable General Equilibrium Model Taking
Account ofocean

Carriers' Behavior and scale Economy, Journal of the Eastern Asia society for

T松nsportation studies, V01.5, PP.2733-2742,平成15年
Kazuhilく0,1., Tomokil., shinya H., and Hajime l

86. MATLAB による SNA産業連関分お杠,産業連関ーイノベーション&1-0 テ

クニツクー, V01.11, N03, PP.66-79,平成15年
加河茂美・稲村筆

釘. MATLAB による SNA産業連関分析Ⅱ、産業迎関ーイノベーション&1-0 テ

クニツクー, VO].12, NO.1, PP.47-63,平成16年
加河茂美・稲村肇

11

88. A simple Multi・Re即ona11nput・output Accountfor waste Ana]ysis, Economic

Systems Research, VO].16, NO.1, PP.1-20,平成16年

Kagawa, S.,1namuta, H. and Moriguchi, Y

89. ASNAbased lnput oU印UtAnalysis using NIAT上AB S0丘Ware (partⅡD

Input・OU中Ut Analysis ? 1nnoV2tion & 1-O Technique, V01.12, NO.2,

PP.66-79,平成16年

ShigemilくAGAWAand H師meⅨAMURA

90. A spatial structural Decomposition Analysis of chinese and Japanese Energy

Demand:1985-1990,

Economic systems Research, V01.16, NO.3, PP.279300,平成16年

Ka又awa, S. and lnamura, H
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91. A SNA based lnput output Analysis usingMATLAB software (Rlrt vD

Input、OUゆUt Analysis ? 1nnovation & 1-O Technique, V01.12, N03, PP.62-フフ,
平成16年

Shigemi1くAGAWAandH師me nJAMURA

92、 1dentification and Elimination of Barriers in operation and Management of

Maritime Transportatlon,

Global competition in Transportation Markets: Analysis and policy Making,

Research in Transportation Economics volume 13, PP337-368, Elsevier 平成17年
Kazuhiko lshiguro and Ha」1me lnamura

93.古紙市場における価格決定メカニズムの検討,士木学会論文集G,V01.63,

no.1,PP.フフ-86,平成19年
大窪和明,稲村肇,加河茂美

94. Measuring spatial Repercussion Effects of Regional waste Management,
Resources, conservation & Recyding,51,141-174,平成19年

ShigemiKagawa, shinichiro Nalくamura, Hajime lnamura, and Masato Yamada

Ⅲ 口頭発表(学会報告など)

※平成14(2002)年度以降の口頭発表のみ

1.対外直接投資が日本のマクロ経済に与える影縛分析,士木計画学研究・講演

集, N025, no.162,平成14年6月
松木清徳,稲村肇,石黒一彦

2.航路に関する安全性から見た評価方法の提案,士木計画学研究・講演集,

N025, no.202,平成14年・ 6月
樋口直人,稲村肇

3.他地域一般均衡貿易モデルにおける地域問輸送費用の取扱方法の検討,

士木計'画学研究・講演集, N025,no.204,平成H年6月

石黒一彦,稲村肇

4.自動車りサイクルにおける鉄の循環構造の定量把握,土木計画学研究・講演

集, N026,no.114,平成14年11月
土井康義,稲村肇



5.避ま識巷における避難船挙動シミュレーションの開発,士木計画学研究・i議寅

集, N026,no.225,平成14年11月
樋口直人,稲村肇

6. SNA体系に基づく他部門貿易モデル,士木計画学研究・講演集, N026,

n0235,平成14年11月

石倉智樹,稲村肇

フ. Techn010gy Transfer and carbon Emissions: A case ofJapan and china

Montrea114th lnternationalconference,平成14年

G]oria R Geri11a., Kagawa sHIGEMland Hajime Ⅱ、JAMURA

8. Dynamic Leontief system Based on the Romers Growth Theory Montrea114th

Internationalconference,平成14年

Hajime lNAMURA, TomokilsHIKURA, Kazuhiko lsHIGURo and shigemi
KAGAWA

9. Kazuhiko lsHIGURo and Hajime lNAMURA : Development of spatia]

Computable General Equi]ibrium Mode] and lts APP]ication Taking Account of

Ocean carriers' Behavior : Montrea114th lnteTnationa] conference,平成14年

10. A spatial structural Decomposition Analysis ofthe chinese and Japanese Energy

Demand:1985-1990: Montrea114thlntemationalconference,平成14年

ShigemilくAGAWA, Gloria R GeriⅡa, YuichiMONGUCHland Hajime lNAMURA

13

11. The lnvisible Multipliers ofJoint・products : Montrea1 14th lnternational

Conference,平成14年

ShigemilくAGAWA, HajimelNAMURA, YuichiMONGUCHI

12.ターミナルオペレーターと船会社の共同戦略に基づく国際ハブの成立可能性

分析,土木計画学研究・講演集, N027,n021,平成15年6月

鈴木智良,石黒一彦,稲村肇

13.国内航空路線の運賃決定メカニズムの解明,士木計画学研究・講演集,

N027,n038,平成15年6月

佐々木佑旭,石黒一彦・稲村肇

14.地域間産業廃棄物流動の経験分析,土木計画学研究・講演集, N027,no.40,

平成15年6月

加河茂美,稲村肇・森口祐一
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15. A Dynamlc Gross lnvestment Modelusing overlapping Generation and General

EqU11ibrlum concept

士木計画学研究・講演集, V01.29

MosaK.Anisa,千市十寸肇

16. ECONOMIC EFFECTS OFTAX REFORM IN AN OVERLAPPING GENERA・

TIONSMODELWITHPUBLICCAPITAL

士木計画学研究・;鰯寅集, V01.29

徐知澤,稲村肇・安藤朝夫

17 Economic E丘ects ofTax Reform in an overlapping・Generations Model

Input、OU如Ut and General Equilibrium Date, Modeling, and policy Analysis,
平成16年9月

Ji、Taek s., Hajime l., and Asao A'

18. A Dynamic lnternationalTrade Mode】 using overlapping Generation and Genera]

Equl]ibrium concept

Input、OU如Ut 2nd General Equilibrium Date, Modeling, and policy Analysis,
平成16年9月

Mossa. Anisa Khatun and HajimelNAMURA

19 Measuring spatial Repercussion E丘ects ofRegionalwaste Recyding,

Input、OUゆUt and General Equilibrium: Data, Modeling and policy Analysis,

Brussels, Belgium,平成16年9月

Kagawa, S., Nakamura, S. and lnamura, H

20.多地域応用一般均衡モデルにおける海運業の表現方法

士木計画学研究・講演集, V0130

石黒一彦,稲村醗

21 A spatial structural Decomposition Analysis of the lnternatlonal Fragmentation
15th lnternationa11nput・OU即Ut conference, Beijing, china ER.,

平成17年6月

KiyonoriMatsuki, sh電emiKagawaand Hajime lnamura



22.産業内貿易における生産プロセス国際分散立地構造の分解分析,環太平洋産
業連関分析学会,

第16回(2005年度)大会,横浜国立大学,平成17年11阿12~13日
松木清徳,加河茂美,稲村肇

23 沿岸国の港湾整備が内陸国の貿易構造に与える影響分析、第32回士木計画
学研究発表会・講演集,平成17年12月

石黒一彦,稲村肇

24 Price・endogenlzed inter・industry approach with goods and bads, paper#45,

http:がWWW.iioa.org'conference/intermediate2006・downable%20paper.htm
2006.1ntermediate lnput・outputMeeting/SENDAI,平成18年7月,

Pongsun Bunditsaku]chai, Hajime lnamura, shigemiKagawa and Masato Yamada

25 An evaluation of financial support policies foT contalner promotion comparing

With its economic benefits/tax revenues, session 8C:1nput・OU中Ut Modeling and
Transportation,

http:がWWW.iioa.or創Pd丘Detai]ed・program・sendaipdf

2006.1ntermediate lnput・OU如Ut Meeting/SENDAI,平成18年7月,
ShujiEguchi, Fuminao okumuraand Hajime lnamura

26.競争圧力下における京者畷義定書達成可能陛の分析(complyingwiththe Kyoto
Protocolunder competitive pressure)第17回環太平洋産業連関分才斤学会,

http:ガWWW.sanken.keio.ac.jp/papaios/conι/2006/progranvprogTam.html,
平成18年10月,沖縄国際大学

加河茂美,五味哲也,石黒一彦,稲村肇

15

27.古紙市場における均衡価格分析(price EquilibriumAnalysisinthescrap paper
MaTket)

Paper#40,第33回土木計画学研究発表会・講演集,平成18年6月
大窪和明,稲村肇.加河茂美

28.鉄屑りサイクル市場の価格形成の考察(Analysisof pricing on lron scraps
RecydingMarket) paper#41,第33回土木計画学研究発表会・講演集,
平成18年6月

深山敬大,稲村肇,加河茂美

29 広域地方計画一士木計画学の役割(NationalDeve1叩 Plan- RoleofAcademic

Society on ln丘astructure planning & Management), paper#200,
第33回士木計画学研究発表会・講演集,平成18年6月

稲村肇
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30 国際収支構造と為替変動の日米比較分析(A comparativeAnalysisonthe

Balance of payment strudure and the changes m Exchange・rate between us

andJapan)

Paper#343,第33回士木計画学研究発表会・講演集,平成18年6月
鳴海祐,稲村肇,加河茂美

31 The lmpad oflncrease in containe玲hゆ Size on the lnter・regional and lntra-

reglonal Trade

International Association of Maritime Economists, Melbourne, Australia,

平成18年7月

Ishiguro, K., Hanaoka, S. and lnamura, H

32 Price、endogenized lnter・industry Approach with Goods and Bads
Intermediate lnput、output MeetingS 20060n sustalnability, Trade &productivity,
平成18年7月,宮城佃本)

Bunditsakulchai, R,1namura, H., Kagawa, S. and Yamada, M

33 日本経済を対象とした為替変化の輸出価格転嫁率の分析

経済統計学会第50回(2006年度)全国研究大会,大阪田本),

平成18年9月

加河茂美,大道潤,稲村肇

34 競争圧力下における京都議定書達成可能性の分析

環太平洋産業連関分析学会第17回大会,沖縄(日本),平成18年10月

加河茂美,五味哲也,石黒一彦,稲村肇

35. An Analysis on the lnter、industrlal Diffuslon structure of Fossil Resource
Consumption

International conference of the Eastern Asia society for Transportation studies

(EASTS), Da】ian, china,平成19年9月
Okubo, K.,1namura, H., Gomi, T and Kagawa, S

36. why the citizens againstthe subway project ・A case of one mi11ion city inJapan-,
Fourteenth lnternationalconference on urban Transport 2008

Utban Transport and the Environmentin the 21St century
平成20年9月, Ramla Bay Resort, Malta

Ha」1me lnamura


